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９月は「認知症を知る月間」です！

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

↑ 相談￥０　着手金￥０　成功報酬制！
過　 払　 い　 金　 回　 収

借金整理・交通事故・離婚

かしま法律事務所

弁護士法人　リーガルプラス

124 号イオンそば

茨城県弁護士会所属

LEGAL PLUS

代表弁護士  谷  靖介
☎０２９９－８５－３３５０( 平日・土曜日 10:00 ～ 18:00)

リーガルプラス 検 索

秘密厳守 

　認知症の方は、2012 年の時点で約 462 万人いると推計され、年々増加しています。
老人ホームなどの施設には限りがあり、在宅で認知症の方を介護しているという方も数
多くいらっしゃるのではないでしょうか。
　認知症の症状の中でも、家族を振り回し対応に苦慮されるのが、家の中の他、外を歩き回るといった「徘
徊」だと思います。本人は何の意味もなく歩いているわけではありません。目的があって歩いているので
す。家の中だけであれば対応はしやすいですが、家の外に出て徘徊が見られると、行方不明という事態
にもなりかねません。全国的に、認知症が原因で徘徊をし、行方不明となり死亡するケースも残念ながら
多くあるのが現状です。
　徘徊高齢者を見守っていくためには、地域全体で支えていく必要があります。行方市においては、平
成 26 年度に、認知症高齢者の徘徊時の対応についてネットワーク化しました。認知症があり徘徊をする
恐れがある方について、事前に市に登録をしておくという制度ができました。事前登録をしておくことで、
未然に防ぐことができるかもしれません。詳細については、介護福祉課または地域包括支援センターに
お問い合わせください。
　地域包括支援センターでは、介護をする方々の日頃の悩みを話し合う場として、毎月第１月曜日の午後
１時 30 分から「家族介護者のつどい」を玉造保健センターで行っています。一人で抱えている悩みを話
すことで、気持ちが楽になればと思います。
　また、9月16日には「認知症サポーター養成講座」を開催します。認知症サポーターとは、なにか特
別なことをする人ではありません。認知症について正しい知識をもち、認知症の人やその家族を応援する
人です。
　そして、9月25日には「認知症予防講演会」を開催します。認知症とはどのような病気なのか、どの
ようなことを日常生活の中で気をつければ予防できるのかなどぜひ学んでいただければと思います。

＜認知症サポーター養成講座＞
日　時　　９月 16 日（水）

　　　　　午後１時 30 分～午後３時

場　所　　玉造保健センター

＜認知症予防講演会＞
日　時　　９月 25 日（金）
　　　　　午後１時 30 分～午後３時
場　所　　玉造保健センター
講　師　　NPO法人認知症予防サポートセンター
　　　　　城　直美　先生

【申込先】　行方市地域包括支援センター　℡ 0299-55-0114
※どちらも電話でお申し込みください。


